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巻
頭
の
辞

令
和
二
年
三
月
三
一
日
、
田
中
仁
先
生
が
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
の
業
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、

先
生
に
対
す
る
私
た
ち
の
感
謝
と
惜
別
の
思
い
を
込
め
て
、
こ
こ
に
「
阪
大
法
学
」
特
集
号
を
刊
行
し
、
捧
げ
ま
す
。

田
中
仁
先
生
は
、
昭
和
五
二
年
三
月
広
島
大
学
文
学
部
史
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
昭
和
五
三
年
四
月
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東

洋
史
学
博
士
前
期
課
程
に
進
学
、
昭
和
五
六
年
三
月
同
課
程
を
修
了
、
同
年
四
月
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
東
洋
史
学
博
士
後
期

課
程
に
進
学
、
昭
和
五
九
年
三
月
同
課
程
を
単
位
取
得
満
期
退
学
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
五
九
年
四
月
大
阪
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
講

師
と
し
て
採
用
さ
れ
、
昭
和
六
三
年
一
月
外
国
語
学
部
助
教
授
に
昇
任
、
さ
ら
に
平
成
一
三
年
一
月
同
学
部
教
授
に
昇
任
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
一
九
年
一
〇
月
大
阪
外
国
語
大
学
が
大
阪
大
学
と
統
合
す
る
こ
と
で
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
配
置
換
え
と
な
り
ま
し
た
。

教
育
面
で
は
、
大
阪
外
国
語
大
学
外
国
語
学
部
・
大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
（
大
学
院
外
国
語
学
研
究
科
）
と
大
阪
大
学
法
学
部
・

大
学
院
法
学
研
究
科
に
お
い
て
、
主
と
し
て
中
国
政
治
史
の
授
業
を
担
当
さ
れ
ま
し
た
。
中
国
の
歴
史
・
政
治
・
文
化
・
社
会
に
関
す

る
豊
富
な
学
識
と
経
験
を
踏
ま
え
た
講
義
や
演
習
を
通
じ
て
、
数
多
く
の
学
生
を
指
導
し
、
大
学
院
高
度
副
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
現
代
中
国

研
究
」
を
開
講
し
、
中
国
地
域
研
究
の
学
際
性
を
実
践
す
る
先
駆
的
な
教
育
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
共
同
体
講
座

「
特
別
講
義
：
二
一
世
紀
世
界
の
〝
歴
史
の
語
り
〟」
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
異
文
化
間
の
対
話
を
可
能
と
す
る
教
育
活
動

に
精
力
を
傾
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ら
に
関
連
し
『
中
国
語
中
級
読
本
―
―
二
〇
世
紀
の
中
国
政
治
二
〇
講
』
か
ら
『
新
・
図
説
中
国

近
現
代
史
―
―
日
中
新
時
代
の
見
取
図
』
に
至
る
、
数
多
く
の
教
科
書
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
面
で
も
、
中
国
共
産
党
史
の
分
野

で
顕
著
な
業
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。
一
九
三
〇
年
代
に
毛
沢
東
の
ラ
イ
バ
ル
と
目
さ
れ
た
王
明
（
陳
紹
禹
）
に
関
わ
る
実
証
研
究
か
ら

研
究
者
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
ら
れ
、
多
く
の
論
考
と
と
も
に
単
著
『
一
九
三
〇
年
代
中
国
政
治
史
研
究
―
―
中
国
共
産
党
の
危
機
と



再
生
』
を
執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
同
書
は
、
従
来
の
「
革
命
史
」・
脱
「
革
命
史
」・
政
党
史
と
い
っ
た
枠
組
み
と
異
な
り
、
中
国
政
治
史

の
全
体
像
を
再
構
成
す
る
マ
ク
ロ
の
視
点
か
ら
、
中
国
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
、
国
内
の
政
治
構
造
・
中
国
共
産
党
の
内
部
構
造
を
総

合
的
に
考
察
す
る
、
画
期
的
な
著
作
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。
と
り
わ
け
田
中
教
授
は
、
国
際
的
な
学
術
交
流
の
面
で
、
中

国
・
台
湾
の
学
界
と
の
研
究
交
流
と
対
話
を
積
極
的
に
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
阪
大
学
（
大
阪
外
国
語
大
学
）
中
国
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
主
導
し
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
日
中
台
の
い
わ
ゆ
る
「
両
岸
三
地
」
間
の
定
期
的
な
交
流
を
学
校
間
交
流
と
い
う
形
で
具
体
化
す
る
と

と
も
に
、「
現
代
中
国
と
東
ア
ジ
ア
新
環
境
」
を
主
題
と
す
る
国
際
セ
ミ
ナ
ー
を
何
度
も
開
催
す
る
こ
と
で
、
大
学
院
生
と
若
手
研
究

者
に
研
究
発
表
と
交
流
の
場
を
提
供
し
、
次
世
代
研
究
者
の
養
成
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

管
理
運
営
面
で
も
田
中
先
生
は
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
法
学
研
究
科
在
職
中
も
、
多
く
の
学
内
委
員
会
や
部
内
委
員
会

の
委
員
を
歴
任
さ
れ
、
公
開
講
座
運
営
委
員
会
、
大
阪
大
学
出
版
会
出
版
委
員
会
、
マ
ル
チ
リ
ン
ガ
ル
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
協
議
会

委
員
、
国
際
公
共
政
策
研
究
科
、
理
学
研
究
科
、
未
来
研
究
機
構
第
九
部
門
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
部
門
）
の
兼
任
教
員
等

と
し
て
、
法
学
・
政
治
学
と
そ
れ
以
外
の
諸
学
、
本
学
と
学
外
と
の
対
話
と
交
流
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
田
中
先
生
は
、
教
育
・
研
究
に
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
、
ま
た
、
大
阪
大
学
と
法
学
部
・
法
学
研
究
科
の
発
展
の
た

め
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
先
生
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
深
い
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
私
た
ち

に
対
し
あ
た
た
か
く
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
巻
頭
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
二
年
一
一
月

大
阪
大
学
法
学
会
評
議
員
長

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
長

中

山

竜
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